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Improvement of degradation efficiency of aqueous carboxymethyl cellulose solution  
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1．はじめに 

 全世界的な SDGs および脱炭素の機運が

高まり化石資源に頼らない社会構築が喫緊

の課題となっている。稲わらなどのリグノセ

ルロース系バイオマスを利用したバイオエ

タノールが注目されている。しかし、生産過

程における前処理の主流な方法は酸・アルカ

リを用いた手法であり、耐酸・アルカリ装置

を必要とし、中和工程を含む廃液処理の環境

負荷が高いことから、その代替手法が求めら

れる。[1,2]そこで我々は環境負荷の低減が見

込まれる大気圧グロープラズマ(AAGD)を使

用した。本研究では、粘性によって分解効率

を容易に評価できる水溶性カルボキシメチ

ルセルロース(CMC)の水溶液を使用し、幅や

傾きが異なる流路を作成し、溶液を流しなが

ら照射することで分解効率の改善を試みた。 

2．実験方法 

 1 wt%の CMC水溶液 50 mlに対し、流路を

用いて距離 8.5 mm、ピーク電圧 2.5 kV、入力

電力 30 Wとしてプラズマ照射を行った。幅

11 mmで水平（0°）、幅 3.8 mmで傾斜角度

10°,20°の 3条件の流路を作成した。照射時

間は 0, 5, 10, 20, 30分とし、サンプル回収時

に蒸発量分の DI水を加え、1.1 mlの試料をレ

オメータにのせ、粘度を測定した。 

3．実験結果 

 

図 1 W11 mm(0°),W3.8 mm(10°,20°)の流路を用いた 

AAGD処理による CMC 水溶液の粘度変化 

 図 1 に各流路を用いてプラズマ処理した

CMC 水溶液の粘度測定結果を示す。縦軸は

粘度(Pa・s)で横軸は照射時間(min)である。こ

の結果から、流路の角度の効果は顕著ではな

く、幅 3.8 mmの流路処理は幅 11 mmの流路

処理と比べ、照射時間 5 min において大幅に

粘度が減少した。これは照射幅を狭くしたこ

とで、未照射面積が減少し、AAGDによって

β-1,4-グリコシド結合が開裂し、粘度が低下

したためだと考えられる。 
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